
調
査
で
は
¥
2
0
1
3年
度
か
一
共
、
民
闘
を
問
わ
ず
調
査
す
る
が
二
日
年
度
末
の
情
報
化
施
工
推
進
会

ら
の
次
期
情
報
化
施
工
推
進
戦
略
一
直
轄
工
事
に
つ
い
て
は
地
方
整
備
一
議
で
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。
議

の
策
定
に
向
け
、
情
報
化
施
工
の
一
局
を
通
じ
て
件
数
な
ど
を
把
握
し
一
論
で
は
、
施
工
段
階
だ
け
で
な
く

導
入
実
績
や
技
術
の
習
熟
度
、
機
一
て
い
る
た
め
、
民
間
工
事
で
の
活
一
設
計
か
ら
施
工
、
維
持
管
理
ま
で

器
の
普
及
状
況
な
ど
を
把
握
し
、
一
用
状
況
が
調
査
の
柱
に
な
る
見
込
一
合
め
て
3
次
元
モ
デ
ル
を
活
用
す

計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

ω年
度

か

一

み

だ

。

一

る

方

針

を

次

期

戦

略

に

盛

り

込

む

ら
日
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
情
報
一
調
査
は

ω年
度
に
続
い
て
2
度
一
方
向
を
示
し
て
い
る
。

化
施
工
に
つ
い
て
、
技
術
や
実
施
一
目
。
今
回
の
調
査
で
は
、
新
た
に
一
今
回
の
調
査
を
踏
ま
え
な
が
ら

工
事
、
技
術
の
習
得
方
法
な
ど
を
一

3
次
元
C
A
D
な
ど
の
3
次
元
モ
一
次
期
戦
略
の
方
向
性
を
検
討
す
る

調
査
す
る
。
既
に
、
マ
全
国
建
設
一
デ
ル
を
活
用
し
た
工
事
実
績
の
有
一
こ
と
に
な
る
。
戦
略
は
ロ
年
度
末

業
協
会
マ
日
本
機
械
土
工
協
会
マ
一
無
や
、
活
用
し
た
目
的
や
効
果
、
課
一
に
も
ま
と
め
る
予
定
。
対
象
工
種

目
本
建
設
機
械
施
工
協
会
マ
日
本
一
題
な
ど
に
関
す
る
質
問
を
追
加
。
一
@
技
術
の
拡
大
や
情
報
化
施
工
で

道
路
建
一
撃
来
協
会
マ
日
本
建
撃
主
活
用
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
今
一
得
ら
れ
る
デ
i
タ
の
活
用
場
面
拡

連
合
会
|
|
の
5
団
体
に
ア
ン
ケ
一
後
の
普
及
方
法
な
ど
の
基
礎
資
料
一
大
、
普
及
に
向
け
た
環
境
整
備

、

l
ト

を

送

付

し

て

お

り

、

会

員

企

一

と

す

る

。

一

な

ど

も

テ

l
マ
に
な
る
見
込
み

業
の
回
答
を
求
め
る
。
工
事
は
公
一
次
期
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
、
一
だ
。

国
土
交
通
省
は
、
民
間
工
事
な
ど
で
の
情
報
化
施
工
に
3
次
元
モ
デ
ル
の
活
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
始
め

た
。
こ
れ
ま
で
の
情
報
化
施
工
推
進
会
議
で
も
、
施
工
だ
け
で
な
く
設
計
や
管
理
に
も
3
次
元
デ
ー
タ
の
活
用

を
求
め
る
意
見
が
出
て
お
り
、
実
績
や
採
用
に
よ
る
効
果
、
課
題
な
ど
を
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
。
調
査
の

結
果
は
、

9
月
に
も
ま
と
め
る
予
定
。
調
査
結
果
は
今
後
導
入
を
目
指
す
C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
@

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
@
モ
デ
リ
ン
グ
)
の
活
用
に
も
反
映
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

父
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